
１　施設の概要

２　類似施設・近隣施設

３　利用状況 単位：人、％

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート（平成26年度事業分）

平成24年度 平成25年度 平成26年度
平成27年度
（目標値）

利
用
者
数

施設利用者 89,915 86,716 94,832

利用者数合計 89,915 86,716 94,832

目標値 88,000 90,000 87,289 88,161

目標値設定の考え
方及びその理由

H21～25年の指
定管理者提案内
容
(H19実績値の
16%増）

H21～25年の指
定管理者提案内
容
(H19実績値の
19%増）

H26～30年の指
定管理者提案内
容
(H23実績値の1%
増）

H26～30年の指
定管理者提案内
容（H23実績値の
2%増）

対24年度比 100.0% 96.4% 105.5% 98.0%

稼働率

所管課 県有林課

所在地 甲府市山宮町片山3371　外
設置年月日
（改築年月日等）

昭和54年3月14日

施設名 山梨県立武田の杜保健休養林

名称
施設内容
利用状況等

○山梨県森林公園金川の森（どんぐりの森、スポーツの森、かぶとむしの森等）
○山梨県立県民の森保健休養施設（森林科学館、展望台、あずま屋等）

主な施設内容
（定員等）

面積：2,500ha
主な施設
健康の森：サービスセンター352㎡、森林学習展示館88㎡、展望休憩室15㎡、
　　　　　　　キャンプ場ログキャビン3棟、癒しの小径10.9km等
樹木見本園：休憩舎21㎡等
幹線遊歩道：遊歩道23.6Km、展望休憩舎3棟等
鳥獣センター：管理棟369㎡、展示館210㎡等

主な業務内容

○キャンプ場利用の承認に関する業務
○施設等の維持保全に関する業務
○森林に関する知識の普及のための催しの実施に関する業務
○鳥獣に関する知識の普及のための催しの実施及び鳥獣の保護に関する業務
○自然に関する知識の習得に資するレクリエーション及び野外活動の機会の提
　供に関する業務

管理方式 指定管理者（山梨県造園建設業協同組合、平成26年4月1日～）

設置根拠
（法律、条例等）

山梨県立武田の杜保健休養林設置及び管理条例

設置目的
青少年その他の県民に自然に親しむ環境を提供することにより、健康の増進及び
豊かな情操のかん養を図るため設置する。
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５　利用者満足度

単位：％

単位：円、％

平成25年度
平成26年度
（計画値）

平成26年度
（実績値）

平成27年度
（計画値）

４　指定管理業務の収支状況

41,509,000

その他 346,339 520,000 527,443 530,000

収
　
入

施設利用料 618,810 639,000 646,500 639,000
指定管理者委託料 43,710,000 41,509,000 41,509,000

0 0 0

収入合計（A) 44,675,149 42,668,000 42,682,943 42,678,000
人件費 23,636,789 24,566,000 24,494,861

支出合計（C) 45,209,632 42,668,000 43,279,510 42,678,000
収支差額（A-C) △ 534,483 0 △ 596,567 0

支
　
出
管理運営費 21,572,843 18,102,000 18,784,649 17,444,600
うち外部委託費（B) 4,628,548 4,971,000 5,152,056 4,300,000

25,233,400
県への納付金 0

実施方法等
実施時期：平成26年4月～27年3月
実施方法：来園者へのアンケート
回答数：467人

調査項目

外部委託比率（B÷C) 10.2% 11.7% 11.9% 10.1%
利用者一人当たりの経費 504.1 476.0 437.7 470.8

利用者の意見
森の癒し効果を体験でき満足できたとの回答が多くを占めた。
改善を求めるものとして、ＰＲをもっと積極的に行うべきという周知に係る意見が
あった。

利用者の意見
への対応

森林セラピーの効果が満足度の高さにもつながっており、今後も積極的に推進し
ていく。周知活動については、ホームページ、ちらし配付等によるＰＲのほかに、Ｓ
ＮＳによる情報発信にも取り組むこととしている。

49.5% 1.8% 1.0%

③スタッフの対応 73.2% 25.8% 1.0% 0.0%

たいへん満足
どちらかといえ
ば満足

どちらかといえ
ば不満

不満

①整備・施設状況 60.9% 37.5% 1.3% 0.3%

②開園日、開園時間 47.7%

53.3% 5.0% 0.0%

⑦施設全般の満足度 60.6% 37.2% 2.2% 0.0%

35.1% 3.0% 0.0%

⑤申し込み方法 57.9% 37.5% 3.5% 1.1%

⑥学習展示館の展示内
容

41.7%

④プログラムの内容 61.9%
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６　評価結果

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

維持管理業務

枯損木、倒木や、スズメバチの巣の処理
等を迅速に行い、利用者の安全確保に
努めた。遊歩道や施設周辺について
は、特にきめ細かいパトロールを行っ
た。

業務計画書に基づき適正に実施されて
いる。スズメバチ等の突発的な対応も迅
速で、施設の維持管理について評価で
きる。

利用状況

森林セラピー基地のオープンに伴い利
用者も増加した。またデイサービスや授
産施設の利用の増加や、婦人グループ
や年配者のウォーキングやバードウオッ
チングなどの利用も多い。

森林セラピー基地のオープン以外にも、
他の主催事業、自主事業も併せて力を
入れ、利用者の増加を果たしたことは評
価できる。

収支状況

指定管理1年目であり、パソコンの購入、
ホームページの開設等初期投資による
支出が多く、委託料を超えた支出となっ
た。

初年度につきマイナス収支はやむを得
ないと思われるが、より効率的な経費管
理を望む。

運営業務

森林セラピーを実施し、自然に関する事
業、ＰＲに努めたほか、HPの充実、年間
予定表のJR駅への配布等を行い周知に
も努めた。

業務計画書に基づいた計画的な主催事
業の実施、本年度から新たに始まった
森林セラピーの取り組み等、利用者確
保とサービス向上に努め、評価できる。

自主事業

武田の杜トレイルランニングレースのほ
か、武田信玄ツアー、ナイトツアー、レッ
キングツアー等を実施し参加者から好評
を得た。

集客力のある自主事業を開催しており、
利用者増加に向けた積極的な取り組み
は評価できる。

利用者満足度
施設の特性を活かしたイベントの開催等
により、多くの良い評価をいただくことが
できた。

各項目において「たいへん満足・どちら
かといえば満足」の比率が約98%と非常
に高く、利用者サービスに努めた結果が
現れており、評価できる。

運営目標の達
成状況

○H26　利用者数　目標値　87,289人　→　実績値　94,832人
目標値に対し約109%の利用者があり、目標を達成した。

施設所管課の
指導事項に対す
る指定管理者の
対応状況

危険個所の重点的なパトロールの実施と、駆除用スプレーの配備を行った。

施設所管課によ
る総合的な評価
及び指導事項

森林セラピーの取り組みを核とし、主催、自主事業を積極的に実施したことで、利
用者数の目標値を上回る成果をあげた。また、利用者満足度も良好で、利用者
サービスにも十分努めた結果が現れており、指定管理業務は適正に行われたと評
価できる。
指導事項：スズメバチによるハチさされ事故を防ぐための対策の実施。
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７　管理体制（組織図）

平成26年4月1日現在

1人

1人

3人

1人

2人

1人

9人

理事長 1

会計担当課長 1

一般職員 1

一般職員 1
鳥獣普及推進課
課長補佐

1

武田の杜サービスセンター

所長 1

保健休養林課 鳥獣普及推進課

保健休養林課長 1 鳥獣普及推進課長 1

所長

課長

課長補佐

一般職員

非常勤職員

合計

非常勤職員 1

理事長
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